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緊急警報放送の生い立ち

緊急警報放送は，放送波によりこれ
に対応したテレビやラジオを自動的に
スイッチONし，地震や津波などの緊
急情報を一刻も早く視聴者に知らせる
ためのシステムです（図1）．
東海地震が予知できる可能性が明ら
かになったのを機に，緊急警報放送の
研究が1980年に開始され，ラジオ・
テレビとも共通に使える音声の中域周
波数を使う音声コード信号を用いた方

式が実用化されました．「ピロピロ」
という警報音を兼ねた音声コード信号
を放送して受信機を自動的にスイッチ
ONし，緊急かつ重大な情報を聞き逃
さないようにする緊急警報放送システ
ムの誕生です．
1985年9月1日に運用を開始して以
来，22年間（2007年3月30日現在）で
の運用実績は15回で，緊急警報放送
を実際に受信する機会はそう多くはあ
りません．しかし，NHKでは毎月1日
の正午前に試験信号を放送しています

ので，お聞きになったことのある方も
多いでしょう．普及がいま一つ進んで
こなかった（現在約50万台）のは，コ
スト対効果から見て緊急警報放送の受
信機能を持つ受信機に割高感があった
ためと考えらます．最新の技術を用い
てアナログラジオ受信機やワンセグ携
帯端末に少ないコストで当たり前のよ
うに緊急警報放送の受信機能を持たせ
られるようになれば，爆発的に普及が
進むものと期待されます．
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図1 緊急警報放送システム
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来，22年間（2007年4月30日現在）で



緊急警報放送が放送される
条件

緊急警報放送は，人命や財産に重大
な影響のある，① 大規模地震の警戒
宣言，② 津波警報，③ 都道府県知事

からの放送要請，の三つの場合に限っ
て放送されます．
携帯電話が普及している今日では，
携帯電話を通じて緊急情報を知らせる
ことが可能です．しかし，大規模な災
害においては，携帯電話などの公衆通

信では回線の輻輳が懸念されます．放
送の場合は受信機に電波が届きさえす
れば多くの人に一度に緊急情報を知ら
せることができる利点があります．

アナログ放送用緊急警報信号

アナログ放送用の緊急警報信号には
受信機を自動的にスイッチONするため
の開始信号（図2）と，受信機を自動的
にスイッチONする前の状態に戻すため
の終了信号（図3）とがあります．また，
開始信号には，前項の①と③の場合に
使用される「第一種信号」と②の場合に
使用される「第二種信号」があります．
このうち，②津波警報の場合に使用さ
れる「第二種信号」については，自動的
にスイッチONしないよう視聴者が受信
機を設定しておくことができるように
なっています．
緊急警報信号は，それぞれ15.625ミ
リ秒の長さの640Hz（10周期分）と
1024Hz（16周期分）の二つのトーン信
号による周波数シフトキーイング
（FSK）信号で構成されます．640Hzが
“0”を，1,024Hzが“1”を表します．
信号は前置符号，固定符号，地域符号，

月日区分符号，年時区分符号の五つ
（図4）からなっています．地域符号に
は，放送区域と対応した県域，広域，
地域共通（全国）の3種類があります．
例えば館山にお住まいの方は受信機の
受信地域を「千葉県」に設定する訳です
が，この場合，「千葉県」の符号，「関
東広域」符号，「地域共通（全国）」符号
のいずれかが受信された時だけ，受信

機が自動的にスイッチONとなります．
月日・年時区分符号は，電波妨害によ
る不要動作を少なくするために利用さ
れます．開始信号は1ブロック1.5秒で，
確実に受信できるよう4～10ブロック
繰り返して，終了信号は1ブロック3秒
で，2～4ブロック繰り返して送出され
ます．

図2 緊急警報放送の開始信号
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図3 緊急警報放送の終了信号
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図4 緊急警報放送の符号体系

符号の種類

前置符号（4bits）

固定符号（16bits）

地域符号（16bits）

月日区分符号
（16bits）

年時区分符号
（16bits）

カテゴリー

I, II開始

I, II終了

I開始/I, II終了

II開始

I, II開始

I, II終了

I, II開始

I, II終了

I, II開始

I, II終了

符号内容

1100

0011

0000 1110 0110 1101

1111 0001 1001 0010

10［地域符号（12bits）］00

01［地域符号（12bits）］11

011［時（5bits）］0［年（4bits）］100

101［時（5bits）］0［年（4bits）］111

＊ I，IIはそれぞれ第一種信号，第二種信号を示す．

010［日（5bits）］0［月（4bits）］100

100［日（5bits）］0［月（4bits）］111
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図2 緊急警報放送の開始信号
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図3 緊急警報放送の終了信号
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地上デジタル放送用緊急警報
信号

緊急警報放送は，衛星デジタル放送，
地上デジタル放送にも継承され，運用
されています．だたし，デジタル放送
では，アナログ放送と仕組みが異なり，
音声コード信号ではなくTMCC（伝送
制御信号：変調信号のパラメータが記
述されているため，受信機がその情報
に基づいて受信動作を確実に開始でき
る）に緊急警報放送用起動フラグ（図5）
が多重されているとともに，MPEG-
TS信号中のPMT（番組マップテーブル）
に緊急情報記述子が多重されています．
緊急情報記述子には，アナログ放送に
おける緊急警報信号と同様に，地域符
号が記述されています．
ワンセグ携帯端末に緊急警報放送の
受信機能を持たせられるようになれば，
緊急情報を周知する機会が飛躍的に増

し，その結果より多くの人々の身の安
全を守ることができます．しかし，そ
の実現には一つの壁があります．それ
は緊急警報放送を待ち受けする際の電
池の消耗です．待ち受け状態でのワン

セグ携帯端末の消費電力をいかに抑え
られるかが実用化の鍵となっており，
研究を進めているところです．

（2007年3月22日受付）

TMC
C（伝

送制
御信
号）

ワンセグサービス

送出周期：0.2秒

地上デジタル放送（帯域幅6MHz）

bit 0

bit 26

bit 20
3

時間

周波数

周波数

ヘッ
ダ

緊急
警報
放送
用

起動
フラ
グ

seg

♯0
（429kHz）

seg

♯11
（429kHz）

seg

♯9
（429kHz）

seg

♯7
（429kHz）

seg

♯5
（429kHz）

seg

♯3
（429kHz）

seg

♯1
（429kHz）

seg

♯0
（429kHz）

seg

♯2
（429kHz）

seg

♯4
（429kHz）

seg

♯6
（429kHz）

seg

♯8
（429kHz）

seg

♯10
（429kHz）

seg

♯12
（429kHz）

図5 TMCC（伝送制御信号）中の緊急警報放送用起動フラグ
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